人権保育に関わるアンケートのお願い
宮崎県保育連盟連合会
人権保育推進部
　この度、宮崎県保育連盟連合会・人権保育推進部では、「人権に関する、保育園（所）職員の意識調査」を第６１回宮崎県保育事業研究大会にご参加の先生方にお願いすることになりました。
　このアンケート調査は、これから人権保育を推進するための基礎資料とさせていただき、広報等を通して各会員へ報告いたします。
１　はじめに
　　今回、宮崎県保育連盟連合会に加盟する保育園（所）に所属する職員の「人権に関する保育
園（所）職員意識調査」を実施し、職員の人権意識の把握とともに今後のよりよい保育を推進していく観点から調査結果を分析し、取りまとめるものです。
２　調査の目的
　　宮崎県保育連盟連合会は、人権に関する保育園（所）職員の意識について現状を把握し、今後の人権保育を推進していく上での基礎資料を得ることを目的として、この調査を実施するものです。
（1） 人権に関する保育園職員の意識状況を把握し、これまで取り組まれてきた保育現場に
おける人権教育等と各種施策が、どのような効果・影響をもたらしているのか。
（２） 人権に関する保育園職員の意識の現状や問題点等の把握を行い、今後講ずべき人権保育・啓発活動を効果的に推進していくための新たな方策を検討。
（３） 人権保育にかかわる調査の実施を通じて、「人権尊重」を図り、人権問題に対する関心を深め、職員意識の向上をめざす。
３　調査対象者
宮崎県保育連盟連合会に加盟する、宮崎県内保育園（所）に在籍する職員で、「第６１回宮崎県保育事業研究大会」に参加する職員を調査対象として実施します。
（1） 職員意識の年齢差を把握するため、６区分（２０歳代、３０歳代、４０歳代、５０歳代、６０歳代、７０歳代以上）に分ける。
（2） 職員意識の職種別差を把握するため、６区分（園長および副園長、主任保育士、保育士、調理員および栄養士、看護師、事務職員）に分ける。
４　調査日及び回答提出先
　　平成２６年２月２７日（木）
大会終了までに各問いに“○”をつけて回答のうえ、3F受付へ提出することとします。
５　調査項目
　　昨今の人権を取り巻く社会環境等を踏まえた上で、次のように調査項目を設定しました。
Ⅰ　はじめに（問１～問４）
Ⅱ　人権全般について（問５～問１３）
Ⅲ　女性や子ども等、個別の人権課題について（問１４～問１８）
Ⅳ　人権に関する取り組みについて（問１９～問２２）
Ⅴ　児童虐待について（問２３～問２４）
６　調査内容
Ⅰ　はじめに
問１　あなたの性別をお聞きします。
	　１　男性　　　　　　　　　　　　　　２　女性


　
問２　あなたの年齢（平成２６年１月１日現在の満年齢）をお聞きします。
	　１　２０～２９歳　　　　　　２　３０～３９歳　　　　　　３　４０～４９歳　
４　５０～５９歳　　　　　　５　６０～６９歳　　　　　　６　７０歳以上


問３　あなたの職種をお聞きします。
	　１　園長および副園長（管理職）　　２　主任保育士　　　　　３　保育士　　　　　　
４　調理員および栄養士　　　　　　５　看護師　　　　　　　６　事務職員


問４　これまで人権に係わる研修会等に参加しましたか。
	　１　参加した（１回）　　２　（２回～４回）　　　３　（５回以上）
　４　参加したかもしれない（回数は不明）　　　　　５　参加していない


Ⅱ　人権全般について
１　「人権」の関心度についてです
問５　あなたは「人権」に関心がありますか。あなたのお考えにいちばん近いものを選んでください。
（回答は１つ）
	　１　関心がある　　２　少し関心がある　　３　あまり関心がない　　４　関心がない


問６　日本の社会には、人権にかかわるいろいろな問題がありますが、あなたが関心のあるもの、重要と思われるものはどれですか。
（回答はいくつでも）
	　１　女性に関する問題　　　　　　　　　　２　子どもに関する問題　
３　高齢者に関する問題　　　　　　　　　４　障がいのある人に関する問題
５　同和問題　　　　　　　　　　　　　　６　アイヌの人々に関する問題
７　外国人に関する問題　　　　　　　　　　
８　ＨＩＶ（エイズウイルス）感染者等に関する問題
９　ハンセン病患者・元患者等に関する問題　　　１０　犯罪被害者等に関する問題
１１　刑を終えて出所した人に関する問題　　　　　１２　性同一性障害者に関する問題
１３　プライバシー保護に関する問題　　
１４　インターネットを悪用した人権侵害に関する問題　　１５　ホームレスに関する問題
１６　性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）に関する問題
１７　北朝鮮当局による人権侵害（拉致）問題
１８　人身取引（性的搾取、強制労働等を目的とした人身取引）に関する問題
１９　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２０　特にない


２　人権侵害の推移についてです
問７　新聞やテレビなどで「人権問題」とか「人権が侵害された」というニュースが報道されることがあります。人権侵害は、この５～６年の間にどのような状況になってきたと思いますか。
　　（回答は１つ）
	　１　少なくなってきた　　　　　　　　　　　２　あまり変わらない
３　多くなってきた　　　　　　　　　　　　４　わからない


３　人権侵害の経験についてです
問８　あなたは今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。
（回答は１つ）
	　１　ある　　　　　　　　２　ない　　　　　　　　　３　わからない


「１　ある」と回答された方は以下の問いにお答えください。
問９　それは、どのような場合ですか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。
　　（回答はいくつでも）
	　１　あらぬ噂。他人からの悪口、かげ口　　　　　　　　　２　名誉・信用のき損、屈辱
３　公的機関や企業・団体による不当な扱い　　　
４　職場での暴力、強迫、無理強い、パワーハラスメント、仲間はずれ　
　５　地域での暴力、強迫、無理強い、仲間はずれ　　　　　６　家庭での暴力や虐待
　７　差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分・心身の障害などによる不利な扱い）
８　プライバシーの侵害　
９　セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ、セクハラ）やストーカー行為
１０　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１　答えたくない


問１０　そのとき、あなたはどうされましたか。
（回答はいくつでも）
	　１　両親、兄弟姉妹、子どもや親戚に相談した　　　２　友人、同僚や上司に相談した
３　自治会や民生委員に相談した　　　　　　　　　４　法務局人権擁護委員に相談した
　５　県や市町村の担当者に相談した　　　６　弁護士・法テラス（法的支援を行う機関）に相談した
７　警察に相談した　　　　　　　　　　８　人権にかかわる民間団体などに相談した
　９　新聞などマスコミに相談した　　　１０　自分で処理（解決）した
１１　だまってがまんした（特になにもしなかった）
１２　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１３　おぼえていない


４　人権侵害を受けた場合の対処についてです
問１１　もしも、ご自分の人権が侵害され、自分だけでは解決できないと判断した場合、あなたはどのように対処しますか。次の中からあてはまるものをすべてえらんでください。
（回答はいくつでも）
	　１　両親、兄弟、子どもや親戚に相談する　　　　２　友人、同僚や上司に相談する
３　自治会（町内会）や民生委員に相談する　　　４　法務局や人権擁護委員に相談する　
５　県や市町の担当者に相談する　　　　６　弁護士・法テラス（法的支援を行う機関）に相談する
７　警察に相談する　　　　　　　　　　８　人権にかかわる民間団体などに相談する
　９　新聞などマスコミに相談する　　　１０　自分で処理（解決）する
１１　だまってがまんする（特に何もしない）
１２　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１３　わからない


５　他人の人権を侵害した経験についてです
問１２　あなたは、今までに、他人の人権を侵害したことがあると思いますか。
（回答は１つ）
	１　ないと思う　　　２　あるかもしれない　　　３　あると思う　　　４　わからない


６　人権に関する法律の認知状況についてです
問１３　あなたは、次にあげる女性や子ども、高齢者、障害のある人などの人権に関する法律について、どの程度ご存じですか。次の（１）から（１４）のそれぞれについてお答えください。
　　（１～３の中からそれぞれに回答してください）
	１　どんな内容か知っている 　２　内容は知らないが名称は聞いたことがある 　３　名称も知らない

	（１）「男女雇用機会均等法」     (　  )       （２）「男女共同参画社会基本法」 ( 　 )
（３）「ＤＶ防止法」             ( 　 )   　　（４）「スト－カー規制法」       ( 　 )  
（５）「児童売春禁止法」         ( 　 )  　　 （６）「児童虐待防止法」         (　  )   
（７）「ハートビル法」           (　  )  　　 （８）「高齢者虐待防止法」   　  ( 　 )
（９）「バリアフリー新法」  　   ( 　 )　　　 （１０）「障害者雇用促進法」     ( 　 )
（１１）「障害者基本法」           ( 　 )　　　 （１２）「犯罪被害者等基本法」   ( 　 )
（１３）「個人情報保護法」     　  ( 　 )　　　 （１４）「人権教育・啓発推進法」 ( 　 )


Ⅲ　女性や子ども等、個別の人権課題について
１　女性に関する人権上の問題についてです
問１４　女性に関することで、人権上特に問題があると思われるのはどれですか。
（回答は３つまで）
	１　男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など）を押しつけること
２　家庭において、夫が妻に暴力（なぐる、ける、物を投げつける）をふるうこと
３　家庭において、夫が妻に人格を否定するような言葉や交友関係を細かく監視するなど
精神的ないやがらせを行う
４　職場において、採用時あるいは昇進・昇格時などで男女の待遇に差をつけること
５　職場において、男性が女性に対して性的ないやがらせ（セクハラ）をすること
６　政策や方針を決定する過程に女性が参画できないこと
７　女性のヌード写真などを雑誌に掲載すること
８　内容と無関係に、女性の水着姿や　体の一部を広告などに使用すること
９　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１０　特にない　　　　　　　１１　わからない


２　子どもに関する人権上の問題についてです
問１５　子どもに関することで、人権上特に問題があると思われるのはどれですか。
　　（回答は３つまで）
	１　学校の成績だけで子どもの人格を判断すること　　　
２　親や大人が子どもに暴力や虐待をおこなうこと　
３　「仲間はずれ」や「無視」、身体への直接攻撃や相手がいやがることをしたり、させたりするなど、いじめること　
４　いじめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬふりをすること
５　子どもの意見が尊重されないこと
６　暴力や性など子どもに有害な情報が氾濫していること
７　インターネット・携帯電話の書き込みなどで特定の子どもを攻撃すること
８　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
９　特にない　　　　　　１０　わからない


問１６　保育園において、園児に対し人権上問題があると思われるのはどれですか。
　　（該当すると思われるものにはすべて）
	１　体罰　　２　暴力　　３　暴言　　４　呼び捨てにする　　５　あだ名で呼ぶ
６　愛称で呼ぶ　　７　ぞんざいな態度　　　８　冷やかし　　９　茶化し　
１０　無視　　１１　罰として廊下に立たせる　　１２　罰としておやつ等をやらない
１３　泣きやまない園児を保育室から出す　　　　１４　片手でミルクを与える
１５　バリアフリ（段差の解消、スロープの設置等）に配慮されていない
１６　障がい児を手がかかるなどの理由により受け入れない
１７　園児のいる場所で家族および園児等に関する話や情報交換を行う
１８　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問１７　保育園において、園児に対し人権上問題があった時にどのように対処すればいいですか。
（該当すると思われるものにはすべて）
	１　園児に対する体罰や暴力行為等を行った場合は厳正に処分する
２　必要がある場合は警察に告発する
３　園児の人権尊重の観点から不適切と思われる行為等を目にした場合は、直ちに園長に
報告する
４　人権侵害行為等を目撃した場合やその情報を得たにもかかわらず、その旨を報告しなかった場合は、その人権侵害行為等に加担したもとして厳重に対処する
５　人権侵害行為等には、職員間で注意をし合う
６　職場内研修を開催して園児の人権問題について話し合う
７　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


３　高齢者に関する人権上の問題についてです
問１８　高齢者に関することで、人権上特に問題があると思われるのはどれですか。
（回答は３つまで）
	１　高齢者の意欲・能力に応じた雇用・就業が少ないこと
２　高齢者がじゃま者扱いされたり、意見や行動が尊重されないこと
３　高齢者が身体的、心理的、性的、経済的な虐待を受けること
４　高齢者に対する保健、医療、福祉などのサービスが十分でないこと
５　高齢者に対する家庭内での看護や介護が十分でないこと
６　病院での看護や福祉施設での介護や対応が十分でないこと
７　道路の段差や建物の階段など外出先で不便が多いこと
８　悪徳商法や詐欺などによる被害が多いこと
９　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１０　特にない　　　　　
１１　わからない


Ⅳ　人権に関する取り組みについて（所属している法人および保育園）
問１９　人権に関する事柄で、貴法人（園）において特に関心があることはどのようなことですか。
（回答は３つまで）
	　１　公正な採用選考の実施　　　　　　２　男女が共に能力を発揮できる職場づくり
　３　高齢者の経験やノウハウを生かす職場づくり
　４　障がいのある人が十分に能力を発揮できる職場づくり
　５　心の病を有する人への支援
　６　さまざまな国籍の人たちと共に働くための職場づくり
　７　個人情報の保護　　　　８　環境保護に配慮した法人（園）活動
　９　関心がない
１０　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問２０　人権に関する取り組みの中で、貴法人（園）において取り組まれていることは何ですか。
（回答はいくつでも）
	　１　人権を守るための規程、指針等を定めること
　２　人権に関する研修を実施すること
　３　セクハラやメンタルヘルスケア等に対する相談窓口を設置すること
　４　人権に関するポスター掲示、パンフレット等の作成など啓発に努めること
　５　採用にあたり応募者本人の能力や適性に関係のない事項等の記載は求めない
　６　性別を問わず能力により職種や役職者を選考すること
　７　女性労働者の能力発揮を促進するための積極的な取り組みを推進すること
　８　事業所内に保育施設の設置等、子育て支援策を実施すること
　９　育児休業、介護休業等各種制度の整備を図ること
１０　定年制度の廃止、見直しを図ること
１１　継続雇用制度の導入を図ること
１２　障がいのある人の雇用を図ること
１３　バリアフリ（段差の解消、スロープの設置等）に配慮した施設にすること
１４　休業した労働者が円滑に職場復帰し継続して就業できるよう支援すること
１５　不当要求に対して、マニュアルを作成するなど従業員に対応の方法を周知すること
１６　外国人従業員に対して日本語教育などを実施すること
１７　個人情報の管理に対し、マニュアル等を作成し漏えい防止に努めること
１８　社会貢献活動の実施又は参加を積極的に行うこと
１９　特に取り組んでいない
２０　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問２１　人権に関する職場内研修を開催しましたか
	　１　毎年定期的に１回開催している　　　２　毎年定期的に１回以上開催している
　３　不定期に開催している　　　　　　　４　開催したことがない


Ⅴ　児童虐待について
　　児童虐待は、子どもの身体と心を傷つけ、健全な成長に深刻な影響を与える重大な権利侵害
であり、時には子どもの命をもおびやかす、あってはならない行為です。
問２２　貴法人（園）において、過去３年間に虐待を受けたケースがありましたか。
	　１　ある（あった）（　　）件　　　　　　　２　ない（なかった）


　　１（ある、あった）と回答された方にお聞きします
問２３　虐待の種類はどのようなものでしたか。
	　１　身体的虐待（　　）件　　　　　　　　　　　  ２　性的虐待（　　）件　　　　
３　ネグレクト（養育の怠慢・放棄）（　　）件　　 ４　心理的虐待（　　）件


　
※児童虐待防止法で定めた虐待の種類
　　　１　身体的虐待・・・殴る、蹴る、熱湯をかける、溺れさせる、逆さづりにする、タバコの火を押しつける、頭部を激しく揺さぶる、冬に戸外に閉め出すなど身体に傷を負わせたり、生命に危険を及ぼす行為。
　　　２　性的虐待・・・・子どもに性的行為を行うこと、性器や性交を子どもに見せること。また、強要して子どもの裸を写真やビデオに撮影すること。
　　　３　ネグレクト・・・充分な食事を与えない、衣服や下着などを長時間ひどく不潔なままにする、おむつを替えない、病気やけがをしても病院に連れて行かない、乳幼児を車内に放置したり、家に残したままたびたび外出する、子どもが求めているのにスキンシップをしない・抱っこしないなど。
　　　４　心理的虐待・・・脅かしたりおびえさせたりする、甘えてきても無視するなどの拒否的な態度、きょうだい間の極端な差別など、子どもの心に著しい傷を与える言動を行うこと。
また、子どもをＤＶ（夫婦・恋人間暴力）にさらすことも当てはまる。
　以上で、人権保育にかかわる調査を終わります。御協力ありがとうございました。
≪提出先≫
· 宮崎観光ホテル３F・２F　受付　アンケート回収箱
☆ 後日提出の方は、県保連事務局までFAXまたは郵送でお送りください。
（事務局）　FAX:0985-28-5989
　　　　　 〒880-0007 宮崎市原町2-22 宮崎県福祉総合センター内
≪アンケート様式≫
　　　県保連HP（http://www.m-hoiku.or.jp/）に掲載いたします。
　　　こちらに記入して後日メール添付提出でも受付いたします。
また、職場内研修等にもご利用ください。
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